
　
総
務
省
消
防
庁
の
調
査
に
よ
る
と
、
平
成

27
年
に
建
物
火
災
で
死
亡
し
た
人
の
う
ち
、

約
８
割
が
住
宅
火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ

の
中
で
最
も
多
い
死
亡
要
因
は
「
逃
げ
遅

れ
」
で
、
全
体
の
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
住
宅
火
災
の
死
者
は
、
午
前
２
時
か
ら
午

前
６
時
ま
で
の
就
寝
時
間
帯
が
最
も
多
く
、

火
災
の
発
生
に
気
付
か
ず
に
逃
げ
遅
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
火
災
か
ら
命
を
守
る

た
め
に
は
、
初
期
段
階
で
早
期
に
発
見
し
、

避
難
す
る
時
間
を
少
し
で
も
多
く
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
火
災
に
気
付
く
の
が
遅

れ
た
場
合
、
煙
で
呼
吸
や
視
界
を
奪
わ
れ
て

し
ま
い
、
避
難
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
17
年
以
降
に
西
条
市
で
発
生
し
た
住

宅
火
災
に
よ
る
焼
死
者
数
は
18
人
で
、
そ
の

う
ち
65
歳
以
上
の
高
齢
者
は
12
人
で
あ
り
、

約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
全
国
に

お
い
て
も
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約
７
割

を
占
め
、
今
後
さ
ら
に
高
齢
化
社
会
が
進
ん

で
い
く
こ
と
で
、
死
者
の
増
加
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
被
害
の
防
止
に
は
、
日
頃
か
ら
火
災
の
発

生
を
防
ぐ
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
が
、
万
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の

「
逃
げ
遅
れ
」
に
備
え
る
に
は
、「
住
宅
用

火
災
警
報
器
」
を
適
切
に
設
置
す
る
こ
と
が

有
効
な
手
段
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
熱
や
煙
を
感
知

し
て
、
火
災
の
発
生
を
警
報
音
や
音
声
で
知

ら
せ
る
機
器
で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
は
、
全
国
全
て
の
住
宅
に
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
、
新
築
住
宅
は
平
成
18
年
６
月
１

日
か
ら
、
既
存
住
宅
は
平
成
23
年
６
月
１
日

か
ら
義
務
化
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
西
条
市
で
の
設
置
率
は
、
平
成
28
年
６
月

現
在
に
お
い
て
61
％
で
、
全
国
平
均
や
愛
媛

県
に
比
べ
て
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に

「
寝
室
」
と
「
階
段
部
分
（
２
階
以
上
に
寝

室
が
あ
る
場
合
）」
と
い
っ
た
火
災
予
防
条

例
に
適
合
し
た
設
置
率
は
52
％
と
な
っ
て
お

り
、
市
内
で
の
設
置
が
十
分
に
進
ん
で
い
な

い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
で

助
か
る

命
・
財
産
が
あ
る
！

　
２
階
の
寝
室
で
家
族
が
ぐ
っ
す
り
と
眠
っ
て
い
る
深
夜
、
１
階
の

リ
ビ
ン
グ
で
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
や
が
て
煙
を
出
し
な

が
ら
燃
え
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
誰
も
こ
の
こ
と
に
は
気
が
付
き
ま

せ
ん
。
早
く
気
が
付
か
な
い
と
燃
え
広
が
り
、
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
も
し
も
、
こ
の
よ
う
に
火
災
が
発
生
し
た
ら…

。

　
あ
な
た
は
こ
の
異
変
に
気
付
い
て
目
を
覚
ま
し
、
家
族
の
大
切
な

命
・
財
産
を
守
る
こ
と
が
出
来
ま
す
か
？

最
も
多
い
死
亡
要
因
は「
逃
げ
遅
れ
」

最
も
多
い
死
亡
要
因
は「
逃
げ
遅
れ
」

建物火災による死者の割合（平成27年中）

住宅火災の死者の発生要因（平成27年中）

逃げ遅れ

477人

52.2％

住宅火災

914人

84.2％

住宅火災以外　172人
15.8％

※総務省消防庁「火災の実態に
　ついて」より。放火自殺者等
　を除く。

逃げ遅れ
以外　　
　437人
47.8％

犠
牲
者
の
約
７
割
が
「
高
齢
者
」

犠
牲
者
の
約
７
割
が
「
高
齢
者
」

一
日
も
早
い
１
０
０
％
設
置
を
!!

一
日
も
早
い
１
０
０
％
設
置
を
!!

住宅用火災警報器の設置率（平成28年） 高齢者の住宅火災による死者割合
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設　置　率

61.0％
52.0％

80.3％

70.8％

81.2％

66.5％

火災予防条例
適合率

※総務省消防庁が定める
　標本調査による。

西
条
市

西
条
市

愛
媛
県

愛
媛
県

全
国
平
均

全
国
平
均 20
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西 条 市

平成17年以降の
死者数の割合

65歳以上

12人

66.7％

65歳未満
6人

33.3％

65歳以上

611人

66.8％

65歳未満
303人
33.2％

全　 国

平成27年中の
死者数の割合
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総
務
省
消
防
庁
が
住
宅
火
災
の
被
害
状
況

を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
設
置
さ
れ
て

い
な
い
場
合
に
比
べ
、
被
害
状
況
が
お
お
む

ね
半
減
す
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
日
本
に
先
立
っ
て
義
務
化
を
進
め
た
米
国

で
は
、
機
器
の
普
及
率
上
昇
に
伴
っ
て
死
者

数
が
減
少
し
、
普
及
率
が
90
％
を
超
え
た
近

年
で
は
、
死
者
数
が
ピ
ー
ク
時
か
ら
半
減
し

た
と
い
う
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
普
及
す
れ
ば
、
早

期
の
避
難
、
初
期
消
火
な
ど
の
対
応
が
可
能

と
な
り
、
住
宅
火
災
に
よ
る
被
害
の
軽
減
が

期
待
で
き
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
目
的
は
、
火
災
か

ら
大
切
な
ご
家
族
や
ご
自
身
の
命
・
財
産
を

守
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
設
置
の
義
務
違
反

に
対
し
て
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
大
切
な

ご
家
族
と
ご
自
身
の
た
め
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
早
期
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
電
池
が
切
れ
る
と

作
動
し
な
く
な
り
ま
す
。「
い
ざ
」
と
い
う

と
き
に
備
え
て
、
定
期
的
に
点
検
ボ
タ
ン
を

押
す
な
ど
し
て
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
電
池
の
寿
命
は
約
10
年
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
精
密
機
器
の
た
め
、
電
池
を
交
換
し

て
も
経
年
劣
化
な
ど
で
十
分
な
感
知
が
で
き

な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
総
務

省
消
防
庁
な
ど
で
は
、
設
置
か
ら
10
年
を
目

安
に
機
器
ご
と
の
交
換
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、
町
内
会
や
自
治
会
な
ど

で
の
共
同
購
入
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

共
同
購
入
の
メ
リ
ッ
ト

○
個
人
で
の
購
入
よ
り
も
手
間
が
軽
減
し
、

ま
と
め
買
い
に
よ
る
価
格
交
渉
も
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

○
購
入
後
の
取
り
付
け
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

ご
近
所
同
士
で
協
力
で
き
ま
す
。

○
ご
近
所
が
同
じ
機
器
を
購
入
す
る
こ
と
で

警
報
音
に
気
付
き
や
す
く
、
交
換
も
同
時

期
と
な
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま
す
。

○
悪
質
販
売
の
被
害
を
防
止
で
き
ま
す
。

　
消
防
署
員
に
成
り
済
ま
し
て
高
額
な
金
額

を
請
求
し
た
り
、
個
人
情
報
を
聞
き
出
し
た

り
す
る
詐
欺
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
署
や
消
防
団
で
は
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
普
及
促
進
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

販
売
目
的
で
の
訪
問
や
個
人
情
報
を
聞
き
出

す
こ
と
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
不
審
に

感
じ
た
と
き
は
、
は
っ
き
り
と
断
り
、
消
防

署
や
警
察
な
ど
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

被
害
が
半
減
の
実
績
も
！

被
害
が
半
減
の
実
績
も
！

10
年
を
目
安
に
機
器
の
交
換
を
！

10
年
を
目
安
に
機
器
の
交
換
を
！

共
同
購
入
を
お
勧
め
し
ま
す

共
同
購
入
を
お
勧
め
し
ま
す

悪
質
な
詐
欺
事
件
に
ご
注
意
!!

悪
質
な
詐
欺
事
件
に
ご
注
意
!!

「寝室」と「２階以上に寝室がある場合は階段」が設置義務！設置は煙式？熱式？

　体の不自由な方や高齢者などの世帯で、住宅用火災

警報器の取り付けが非常に困難な方に対しては、消防

職員が直接出向いて取り付けをサポートします。

問合せ　西条市消防本部　予防課　TEL0897－56－0251

◆煙式（光電式）

　煙を感知して、初期段階で

火災の発生を知らせます。

　寝室や階段への設置が義務

付けられているのは、煙式の

住宅用火災警報器です。

◆熱式（定温式）

　警報器の周辺温度が一定の

温度に達すると、火災の発生

を知らせます。台所や車庫な

ど、大量の煙や湯気が対流す

る場所に適しています。

台所・居室 取り付けをお勧めします寝室・階段 取り付けが義務

子ども部屋
（寝室）

煙　式
煙　式

階　段

煙　式

主寝室

熱　式

台　所

煙　式

居　室

住宅用火災警報器で助かる命・財産がある！住宅用火災警報器で助かる命・財産がある！

消防職員が取り付けをサポートします
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